
第８期介護保険事業計画作成のための地域分析・検討結果 令和2年12月8日
都道府県名／保険者名 大阪府 羽曳野市

27 27222
27 27226

H28 H29 H30 H28 H29 H30 H28 H29 H30

認定率 B4-a ％
見える化・時系列
（各年度年報）

19.5 19.4 19.7 20.7 20.9 21.4 18.0 18.0 18.3

調整済み認定率 B5-a ％
見える化・時系列（他地域と比
較）
（各年度年報）

20.6 20.0 19.8 21.9 21.4 21.4 17.5 17.2 17.1

調整済み重度認定率
（要介護３～５）

B6-a ％
見える化・時系列（他地域と比
較）
（各年度年報）

7.1 6.9 6.8 7.0 7.0 6.9 6.0 5.9 5.8

調整済み軽度認定率
（要支援１～要介護２）

B6-b ％
見える化・時系列（他地域と比
較）
（各年度年報）

13.5 13.1 13.0 14.9 14.4 14.4 11.5 11.3 11.3

H29 H30 R1 H29 H30 R1 H29 H30 R1

受給率
（施設サービス）

D2 ％
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

2.3 2.2 2.2 2.3 2.3 2.3 2.8 2.8 2.8

受給率
（居住系サービス）

D3 ％
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

1.2 1.2 1.2 1.1 1.1 1.2 1.2 1.3 1.3

受給率
（在宅サービス）

D4 ％
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

11.0 10.4 10.6 11.7 11.5 11.8 9.9 9.6 9.8

H29 H30 R1 H29 H30 R1 H29 H30 R1

受給者1人あたり給付月額
（在宅および居住系サ－ビ
ス）

D15-a 円
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

129,101 133,804 135,305 128,961 132,968 134,892 125,301 128,185 128,900

受給者1人あたり給付月額
（在宅サービス）

D15-b 円
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

120,217 125,143 126,518 121,447 125,291 127,115 114,918 117,519 118,093

受給者1人あたり給付月額
（訪問介護）

D17-a 円
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

76,254 91,846 100,767 79,334 88,250 91,858 61,591 67,103 68,976

受給者1人あたり利用日数・
回数（訪問介護）

D31-a 回
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

27.5 35.4 39.1 26.5 30.7 32.0 20.9 23.6 24.0

受給者1人あたり給付月額
（訪問入浴介護）

D17-b 円
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

71,223 69,593 67,832 64,982 65,633 66,684 60,565 61,422 61,972

受給者1人あたり利用日数・
回数（訪問入浴介護）

D31-b 回
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

5.9 5.7 5.5 5.2 5.2 5.2 5.0 5.0 5.0

受給者1人あたり給付月額
（訪問看護）

D17-c 円
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

38,734 37,140 36,803 41,483 41,659 41,490 40,617 40,770 40,525

受給者1人あたり利用日数・
回数（訪問看護）

D31-c 回
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

10.0 9.4 9.0 9.7 9.7 9.6 8.6 8.7 8.7

受給者1人あたり給付月額
（訪問リハ）

D17-d 円
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

29,300 28,217 29,108 35,446 35,311 35,400 33,065 33,103 33,257

受給者1人あたり利用日数・
回数（訪問リハ）

D31-d 回
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

10.0 9.8 10.2 11.8 11.8 11.8 11.3 11.4 11.4

受給者1人あたり給付月額
（居宅療養管理指導）

D17-e 円
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

16,023 16,554 16,568 15,525 15,718 16,012 11,539 11,757 11,950

受給者1人あたり給付月額
（通所介護）

D17-f 円
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

65,551 75,747 77,421 66,544 72,637 73,350 74,021 80,623 81,708

受給者1人あたり利用日数・
回数（通所介護）

D31-e 日
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

7.7 9.8 10.1 8.1 9.5 9.6 9.2 10.6 10.7

受給者1人あたり給付月額
（通所リハ）

D17-g 円
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

58,959 54,629 52,021 64,148 61,752 60,013 61,790 59,758 58,548

受給者1人あたり利用日数・
回数（通所リハ）

D31-f 日
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

5.8 5.3 5.0 6.3 6.1 5.9 6.2 6.1 5.9

受給者1人あたり給付月額
（短期入所生活介護）

D17-h 円
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

101,680 105,909 107,593 99,412 102,036 103,430 93,708 94,811 96,210

受給者1人あたり利用日数・
回数（短期入所生活介護）

D31-g 日
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

12.3 13.0 13.0 11.4 11.7 11.7 11.5 11.6 11.7

受給者1人あたり給付月額
（短期入所療養介護）

D17-i 円
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

78,208 75,109 81,363 85,767 87,848 88,948 83,625 84,906 85,797

受給者1人あたり利用日数・
回数（短期入所療養介護）

D31-h 日
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

7.7 7.2 7.7 7.7 7.7 7.6 7.9 7.9 7.8

受給者1人あたり給付月額
（福祉用具貸与）

D17-j 円
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

12,026 11,613 11,518 12,232 12,086 12,017 11,651 11,564 11,483

受給者1人あたり給付月額
（特定施設入居者生活介護）

D17-k 円
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

176,212 170,341 177,149 179,681 179,988 181,977 174,723 174,931 176,483

受給者1人あたり給付月額
（介護予防支援・居宅介護支
援）

D17-l 円
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

12,232 12,975 12,747 12,288 12,879 12,991 12,135 12,647 12,673

受給者1人あたり給付月額
（定期巡回・随時対応型訪問
看護介護）

D17-m 円
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

138,306 154,918 145,615 175,084 174,619 175,043 151,052 151,090 153,667

受給者1人あたり給付月額
（夜間対応型訪問介護）

D17-n 円
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

0 0 0 32,108 28,796 30,789 34,522 34,120 35,927

受給者1人あたり給付月額
（認知症対応型通所介護）

D17-o 円
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

114,998 110,088 100,931 109,261 107,852 107,375 113,293 113,354 114,241

受給者1人あたり利用日数・
回数（認知症対応型通所介
護）

D31-i 日
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

10.5 10.3 10.3 10.5 10.3 10.2 10.7 10.7 10.7

受給者1人あたり給付月額
（小規模多機能型居宅介護）

D17-p 円
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

186,761 184,226 197,295 190,821 188,054 193,075 179,421 180,054 181,840

受給者1人あたり給付月額
（認知症対応型共同生活介
護）

D17-q 円
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

258,928 258,458 262,269 259,107 259,238 263,288 249,222 250,256 253,186

受給者1人あたり給付月額
（地域密着型特定施設入居
者生活介護）

D17-r 円
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

0 0 0 196,961 197,673 198,999 190,973 191,225 192,308

受給者1人あたり給付月額
（看護小規模多機能型居宅
介護）

D17-s 円
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

243,476 239,237 244,078 265,430 274,426 280,034 236,649 241,355 245,977

受給者1人あたり給付月額
（地域密着型通所介護）

D17-t 円
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

71,299 66,768 70,171 65,879 64,809 65,395 74,674 73,908 73,822

受給者1人あたり利用日数・
回数（地域密着型通所介護）

D31-j 回
見える化・時系列
（H29及びH30は年報、R1は
R2/2サービス提供分まで）

9.1 8.5 8.7 8.8 8.7 8.7 9.6 9.5 9.5

※指標ＩＤは、厚生労働省が提供する「地域包括ケア「見える化」システム」の指標の項目ＩＤです。

問題を解決するための
対応策（理想像でも可）

今後、2025年、2040年に向け
認定率が上がることが推測さ
れることから、介護予防・健
康づくりに引き続き取り組む
とともに、介護保険制度や理
念の周知に努める。

見える化システムで確認すると、新
規認定者の平均年齢は全国80.9
歳、大阪府79.1歳、当市79歳と大
きく差はないが、被保険者の年齢
構成をみると80歳未満の人が、全
国39.8％、大阪府50.5％に比べ当
市は52％と多くなっている。また、
新　規要介護度別分布をみても要
支援１が全国26.7％に比べ当市は
33.3％と高いことから、現時点では
認定申請が不要な人が多いことが
推測される。

認定率は全国平均と比べる
と高いが、大阪府平均と比べ
ると低くなっている。調整済
み認定率についても同様と
なっている。

全国平均等
との比較

全国平均等との乖離
について理由・問題点
等の考察（仮説の設定）

設定した仮説の
確認・検証方法

・見える化システム

データの値

活用データ名・
指標名

指標
ID

備考単位
羽曳野市 都道府県平均 全国平均

・在宅サービス全体の給付額
は全国平均と比べて高くなっ
ているが、大阪府平均と比べ
ると大きく差はない。
・在宅サービスのうち、訪問
介護は全国に比べ、受給者
ひとりあたり給付費、回数と
もに大幅に多くなっている。
・全国平均、大阪府平均と比
べ、訪問入浴介護、短期入
所生活介護の給付額が多く
なっている。一方で、定期巡
回・随時対応型訪問介護看
護の給付額が少なくなってい
る。
・訪問リハ・通所リハのリハビ
リテーションのサービス利用
回数が全国平均、大阪府平
均と比べて低くなっている。

・在宅サービスの整備が進んでい
る反面、訪問介護が大幅に多く
なっていることから、一部自立支
援・重度化防止を阻害するサービ
スがあるのではないか。
・家族介護者の負担軽減につなが
る訪問入浴介護、短期入所生活介
護を利用する人が多い。また、定
期巡回・随時対応型訪問介護看護
は在宅での生活におけるニーズが
高いサービスであるにもかかわら
ず利用が少なくなっているため、
サービスの周知が十分でない可能
性がある。
・リハビリテーションの取り組みに
ついて、全国、大阪府と比べても
十分にリハビリテーション提供体制
は整備されているが、利用回数が
少なくなっているため、取り組みが
不十分である可能性がある。

見える化システム ・高齢者のニーズを的確にと
らえた自立支援・重度化防止
に資するサービス提供がで
きているかを視点にケアプラ
ン点検を実施する。
・家族介護者の負担軽減の
ための取り組みを推進してい
く。また、現時点では実績の
少ない定期巡回・随時対応
型訪問介護看護、看護小規
模多機能型居宅介護につい
ても、今後ますます高齢化が
進み、医療ニーズの高い利
用者が増加することが予想さ
れることから、必要に応じて
体制整備を行う。また、必要
な方が必要なサービスを利
用できるよう、サービスの周
知に取り組む。
・効果的な介護予防を推進す
るため、リハビリテーションの
取り組みを強化、自立支援・
重度化防止の取り組みを推
進していく。

受給率は、全国平均と比べ、
施設サービスで低く、在宅
サービスで高くなっている。

全国平均と比べて、在宅サービス
を利用する人が多くなっていること
がわかる。これまで進めてきた「地
域包括ケアシステム」の推進によ
り、利用者のニーズに合った在宅
サービスの整備が進んでいると考
えられる。

・見える化システム
・在宅介護実態調査
・介護予防・日常生活
圏域ニーズ調査

引き続き、調査等で利用者
のニーズを把握し、地域の実
情にあったサービス提供体
制を整備していく。


